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１  はじ めに 

  気候変動に伴う 災害は年々頻発・ 激甚化し 、台風等が直撃し なく と も 線状降

水帯が一旦発生する と 大き な災害に発展する 事象が全国ど こ でも 起こ り う る

状況になっ ている 。ま た、こ の地域においては南海ト ラ フ 地震等の発生によ る

甚大な被害が危惧さ れている 。 こ う いった状況を 踏ま え、本市において、現在

ま でも 備蓄方針に基づき 、備蓄を 進めてき たが、改めて備蓄体制の強化及び今

後の適正化を図る ため備蓄計画を 策定する 。  

 

２  備蓄に係る 市の方針 

  災害時、 特に地震災害においては、 住民だけでなく 、 市域全体が被災し 、 行

政機能も 混乱が予想さ れる 。防災・ 減災の基本は『 自ら の身の安全は自ら 守る 』

こ と が大切であり 、 災害に備えた平常時から の家庭での備蓄を 推進する こ と

と し 、避難時においても 家庭備蓄品の持参を 前提と し 、市の備蓄は流通備蓄や

救援物資を 考慮し ながら 、 家庭備蓄の補完的な役割を 担う 。  

  大規模災害が発生し た場合、 発生直後は道路の損壊を はじ めイ ン フ ラ 被害

が発生し 、物流機能が低下する こ と が予想さ れ、 ま た、発災から ３ 日程度は国

から の支援物資が届かないこ と も 想定し なけら ばなら ない。内閣府の『 南海ト

ラ フ 地震における 具体的な応急対策活動に関する 計画』 では、国から の物資提

供は発災後４ 日目以降と 見込んでいる 。ただし 、南海ト ラ フ 地震のよ う な広域

に被災する 災害の場合、主要幹線道路が断絶し 、内陸部にある 本市においては

国又は県から のプッ シュ 型支援も 遅れる 可能性も あり う る 。そのためには、市

と し てし っ かり と し た備蓄を進めていかなければなら ない。  

 

①家庭における 備蓄（ 自助）  

  大規模災害発生後、流通機能は非常に低下し 、生活物資の購入が困難になる

可能性がある 。 各家庭においては、 平常時から 災害に備え、「 最低３ 日分、 推

奨７ 日分」 の食料や生活必需品等を備蓄する よ う 努める 。備蓄にあたっては、

特別なも のを 用意する のでなく 、 普段使いの食品や日用品を 少し 多めに買い
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置き し 、使った分を買い足すこ と で常に一定量を家庭で備蓄（ ロ ーリ ングス ト

ッ ク ） する こ と が必要である 。 ま た、 高齢者、 障がい者、 乳幼児等の災害時要

配慮者が必要と する 薬品等、紙おむつ、粉ミ ルク 等の物資は、個人でも 持ち出

せる よ う 平常時から 準備する こ と も 必要である 。  

 

②自主防災組織、 事業者等によ る 備蓄（ 共助）  

  災害発生時において、地域内の被害情報の把握や、 救護救助、 災害時要援護

者への支援において、 日頃から 顔の合わせる 関係の自主防災組織は非常に大

き な役割が期待さ れる 。道路損壊等で指定避難所ま での避難が困難な場合、地

域内での自主避難を 余儀なく さ れる 場合も ある ため、 自治区予算等を 活用し 、

地域内での食料及び資機材の備蓄に努める こ と も 必要である 。  

  ま た、 市内にある 事業者等は、業務中での被災も 考慮し 、市外から 通勤する

従事者が帰宅困難になる こ と も 想定し 、 一定の食料及び資機材の備蓄に努め

なければなら ない。  

 

③市によ る 備蓄（ 公助）  

  市では災害発生後、速やかに避難所の設置、避難者の受け入れを行う 。国か

ら のプッ シュ 型で、支援物資供給さ れる ま での３ 日間においても 、避難者等が

避難所での生活する う えで最低限必要な食料、飲料水、生活必需品及び資機材

を 備蓄する 。  

  食料については、 乳幼児や高齢者に配慮し たも のやアレ ルギー物質を 含ま

れないも のを購入する よ う 努める 。生活必需品については、高齢者、障がい者、

要配慮者や女性に配慮し た物資の確保に努める 。  

ま た、 災害対応を 行う 職員の食料及び飲料水は職員会で一部備蓄し ている

が、 今後、 定期的な更新が必要である 。  
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３  備蓄品目の選定及び備蓄数量の設定について 

（ １ ） 避難者対象者数 

「 愛知県東海地震・ 東南海地震・ 南海地震等被害予測調査結果」（ 平成２ ６ 年１

０ 月愛知県） において、 本市の１ 週間後の避難所避難者数は『 約５ , ５ ０ ０ 人』

と なっ ている 。こ の調査は平成２ ２ 年の国勢調査を基準に算出さ れており 、現在

人口は当時よ り ２ 割程度減少し ている が、特には加減せず、避難者数については

こ の『 ５ , ５ ０ ０ 人』 を 利用する 。 なお、 現在、 愛知県では被害予測について有

識者によ る ワ ーキングク ループを 開催し ており 、今後、避難者数に変更があれば、

計画の見直し を行う こ と と する 。  

ま た、本市においては避難所で生活する こ と を 余儀なく さ れ、かつ物資の確保

が困難な方を 基準に算定する 。  

 

（ ２ ） 備蓄数量設定 

①飲料水 

・ 対象者１ 人あたり １ 日３ ℓ、 ３ 日分９ ℓが必要と なる 。 ただし 、 家庭備蓄品の持

ち込みを３ ０ ％と 想定する（ 非備蓄率）。備蓄にあたっ ては、 ペッ ト ボト ル２ ℓと

500 ㎖を組み合わせて備蓄する 。 以前 1 日２ ℓ換算で備蓄し ていたため、 今後、

少し ずつ増やし ていく 必要がある が、それま では、給水車等によ る 応急給水供給

で対応する も のと する 。（ 飲料水用ウ ォ ータ ーバッ ク （ ６ ℓ用） 1, 000 袋備蓄）  

（ 計算式）  

3ℓ×3 日×5, 500 人×0. 7＝34, 650ℓ 

 

②食料 

・ 対象者１ 人あたり １ 日３ 食、 ３ 日分９ 食が必要と なる 。 ただし 、 家庭備蓄品の

持ち込みを ３ ０ ％と 想定する （ 非備蓄率）。  

（ 計算式）  

3 食×3 日×5, 500 人×0. 7＝34, 650 食 
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購入品目 （ アルフ ァ 化米） 約 26, 000 食 

（ パン缶）    約 3, 700 食 

（ ビス ケッ ト ）  約 5, 000 食 

 

※アルフ ァ 化米購入の際は、乳幼児や高齢者に、咀嚼し やすいおかゆ等を混在し

購入する 。  

※令和８ 年１ 月新城市民人口 40, 159 人 ０ 歳児人口 107 人 85 歳以上 3, 198 人 

（ 107 人＋3, 198 人） ÷40, 159 人＝0. 082  26, 000 食（ アルフ ァ 化米） ×0. 082

＝2, 132 食 

乳幼児や８ ５ 歳以上の高齢者がど のく ら いの割合で避難する かは不明である

が、体に不調を 抱える 市民も 想定さ れる ため、アルフ ァ 化米の一部を おかゆ等

の購入を 進める 。  

 

③乳児用ミ ルク 等 

・ 対象者のう ち０ 歳児に、 １ 回あたり ２ ０ ０ ㎖( 粉ミ ルク 換算 26g) と し 、 １ 日５

食（ 粉ミ ルク 換算で 130g） ３ 日分を備蓄する 。なお、避難時には家庭備蓄３ ０ ％

の持参を想定する 。 なお、 水がなく ても 飲める 液体ミ ルク の導入を検討する 。  

（ 計算式）  

5, 500 人×（ 107 人÷40, 159 人） ×130ｇ /日×3 日×0. 7＝4, 000g 

※延べ回数 5, 500 人×（ 10７ 人÷40, 159 人） ×5 食×3 日×0. 7＝158≒160 回 

※哺乳瓶（ 使い捨て用） も 160 本以上必要。  

 

④生活必需品 

・ 避難所での生活をする う えで最低限必要と なる 生活必需品を 備蓄する 。毛布、

災害用ト イ レ 、 ト イ レ ッ ト ペーパー、 生理用品、 紙おむつ（ 乳児用、 大人用）、

哺乳瓶等を 備蓄する 。  
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ア.  毛布 

・ 対象者１ 人あたり １ 枚備蓄する 。 ただし 、 冬季の避難を想定し 、 それ以上の備

蓄を 目指す。  

（ 計算式）  

１ 枚×5, 500 人＝5, 500 枚 

 

イ .  災害用ト イ レ  

・ 避難所における 大き な問題の一つが、排泄の問題である 。断水によ り 各施設の

ト イ レ は流すこ と ができ なく なる ため、 災害用のト イ レ については十分備蓄が

必要と さ れる 。  

・ 国の基準に合わせ、災害発生当初は避難者５ ０ 人あたり １ 基必要と し 、平均的

な使用回数は一人当たり １ 日５ 回と する 。（ 内閣府の『 避難所における ト イ レ の

確保・ 管理ガイ ド ラ イ ン』 平成２ ８ 年（ 令和６ 年改訂））  

（ 計算式）  

〇設置数    5, 500 人÷50＝110 台 

〇使用回数   5, 500 人×５ 回×３ 日＝82, 500 回 

 

・ 災害時断水し た場合は段ボール組み立てト イ レ 又は備え付け洋式ト イ レ に排

泄用袋を設置し 、使用後凝固剤で固め廃棄する ため、使用回数以上の排泄用収納

袋及凝固剤を 備蓄する 。  

・ 避難所と なっ ている 新城小学校、東郷中学校、作手小学校にマンホールト イ レ

の設置がさ れている ため、マンホールト イ レ 用備品は分散備蓄する 。ま た、今後、

避難所になっ ている 又は避難所になる 予定の公共施設を 新増築する 場合、 必ず

マンホールト イ レ の設置を検討する 。  

 

ウ .  ト イ レ ッ ト ペーパー 

・ 使用料は平均的な基準を と り 、男性１ 日あたり ３ ．５ ｍ、女性１ ２ ．５ ｍと し 、

ト イ レ ッ ト ペーパーシングル５ ５ ｍで計算する 。 男女比１ ： １ と する 。  
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（ 計算式）    

3. 5ｍ×2, 750 人+12. 5ｍ×2, 750 人＝44, 000ｍ 

44, 000ｍ×3 日÷55ｍ＝2, 400 ロ ール 

 

エ.  紙おむつ（ 乳幼児用）  

・ 使用枚数を１ 日６ 枚と し 、対象者のう ち０ 歳から ３ 歳の乳幼児に３ 日分備蓄す

る 。 購入にあたっ ては、 サイ ズの割合の配慮が必要である 。  

・ 家庭での備蓄も ある ため非備蓄率を適用する 。  

※０ 歳から ３ 歳ま での人口５ ５ ２ 人（ 令和８ 年１ 月現在）  

（ 計算式）  

6 枚×3 日×5, 500 人×（ 552 人÷40, 159 人） ×0. 7＝952 枚 

 

オ.  紙おむつ（ 成人用）  

・ 使用枚数を１ 日５ 枚と し 、対象者のう ち要介護認定３ 以上の市民を対象と し 、

３ 日分を 備蓄する 。  

・ 家庭での備蓄も ある ため、 非備蓄率も 適用する 。  

※要介護３ 以上（ 令和７ 年４ 月１ 日現在） ７ ９ ５ 人 

（ 計算式）  

5 枚×3 日×5, 500 人×（ 792 人÷40, 159 人） ×0. 7＝1, 138 枚 

 

カ.  生理用品 

・ 使用枚数を １ 日６ 枚と し 、対象者のう ち、１ ２ 歳から ５ ０ 歳ま での女性の４ 分

の１ （ ４ 週に１ 回換算） ３ 日分備蓄する 。 なお、 家庭での備蓄も ある ため非備

蓄率を適用する 。  

※１ ２ 歳から ５ ０ 歳の女性人口６ ， ４ ５ ５ 人（ 令和８ 年１ 月現在）  

（ 計算式）  

6 枚×3 日×5, 500 人×（ 6, 455 人÷40, 159 人） ×0. 25×0. 7＝2, 784 枚 
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キ.  マス ク  

・ 避難所での集合生活と なる ため、 感染症対策と し て必須と なる 。  

・ 使用枚数を １ 日１ 枚と し 、 対象者全員に配布する 。  

（ 計算式）  

5, 500 枚×3 日＝16, 500 枚 

 

ク .  生活必需品の備蓄状況 

 

 

（ ３ ） 備蓄場所について 

本市は市域が広く 、 居住地域も 広範囲に分散し ている 。ま た、市町村合併前か 

ら それぞれの団体での備蓄の方法も 相違があっ た。旧新城市では、市域に分散し

た市有倉庫に備蓄し 、災害時にはそこ から 運搬する 方式であった。それに対し 、

旧鳳来町及び旧作手村は集落が分散し 、災害時に孤立も 想定さ れていたため、各

避難所に初動に活用でき る 備品の備蓄を 進めていた。 現在はその流れも 汲みな 

がら も 、拠点と なる 新城市消防防災センタ ー備蓄倉庫、鳳来総合支所防災倉庫、

作手総合支所防災倉庫、その他市所有備蓄倉庫にその多く の資機材を 備蓄し 、各

避難所施設へも 分散備蓄を進めている 。  

 広域な本市において、避難所が多く 分散し ており 、発災時の即時の物資供給は 

名  称 目標数 現有数 コ メ ント  

毛布 5, 500枚 7, 085枚  

ボッ ク ス ト イ レ （ 組み立て）  110セッ ト  434セッ ト   

災害用ト イ レ （ 排便袋）  82, 500回 99, 600回 ※10年以上の物含む 

ト イ レ ッ ト ペーパー 2, 400ロ ール 360ロ ール  

紙おむつ（ 乳幼児用）  952枚 4, 604枚 ※5年以上の物含む 

紙おむつ（ 成人用）  1, 138枚 18, 124枚 ※5年以上の物 

生理用品 2, 784枚 9, 294枚 ※5年以上の物含む 

マス ク  16, 500枚 22, 000枚 ※布、 不織布マス ク  

５ 年以上の物 
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難し いと 想定さ れる ため、少なく と も 避難所と なる 施設には、初動のための飲料 

水、 食料、 毛布及びその他必要物資の備蓄は必要であり 、特に地域拠点施設であ 

る 鳳来総合支所及び作手総合支所の防災倉庫には、 そこ から 避難所に供給でき  

る だけの物資の備蓄が必要である 。  

 

（ ４ ） 主な資機材と 備蓄状況（ 令和８ 年１ 月現在）  

 

 

名称 合計 新城 鳳来 作手 

ワ ンタ ッ チテント  

（ ６ ０ ０ ×３ ０ ０ ）  

48 29 12 7 

プラ イ ベート テント  179 100 66 13 

屋外用テント  260 106 112 42 

簡易間仕切り  1685 913 606 165 

パーテーショ ン 114 114   

ジョ イ ント マッ ト  3328 1664 1664  

エアーベッ ド  405 405   

簡易ベッ ド  1143 519 448 178 

ビ ニールシート  596 489 47 60 

ボッ ク ス ト イ レ  434 324 88 22 

発電機 85 48 17 20 

投光器 90 33 38 25 

カセッ ト ボンベ 786 693 81 12 

煮炊き 出し セッ ト  16 5 11  

カセッ ト コ ンロ  61 27 25 9 

コ ード リ ール 83 53 17 13 

ポリ タ ンク （ 飲料用）  464 420 34 10 

土嚢袋 9240 4700 1340 3200 

ス ト ーブ 186 46 110 30 

扇風機 220 80 80 60 
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４  現状の課題と 今後の整備計画 

①飲料水、 食料及び乳児用ミ ルク 等 

 飲料水は、以前１ 日１ 人２ ℓと し て備蓄し てき た経緯があり 、現在は３ ℓを 目安

になり 、今後増やし ていかなければなら ない。し かし ながら 、被災の状況にも よ

る が、浄水場のタ ンク には水道水が備蓄さ れている ため、給水車での配布によ る

補填も 可能と 考えている 。ま た、プッ シュ 型の支援物資においても 飲料水は優先

が予想さ れる 。  

飲料水及び食料等は生命に直結する も のである ため、 予算と の調整は必要で

ある が、必要数は循環備蓄し ていかなければなら ない。 ただし 、現状において年

度によ り 、 購入に多寡があり 、財政負担が増えないよ う 、でき う る 限り 平準化に

努める 必要がある 。  

 現在食料のう ち米飯については、 アルフ ァ 化米と レ ト ルト パウ チのも のがあ

る が、 今後は５ 年以上の保存期間のある アルフ ァ 化米に統一し ていく 。ま た、 離

乳食の乳児や高齢者のために、 おかゆ等のアルフ ァ 化米も 一定数混在し て備蓄

し ていく も のと する  

粉ミ ルク は２ 年の保存期間がある も のを 購入し 、 液体ミ ルク も 一定数混在す

る こ と と する 。ただし 、液体ミ ルク の消費期限が短いため、 検討も 必要である 。  

 

②生活必需品 

毛布はアルミ パッ ク 保存し ている が、 備蓄倉庫の気温上昇や長期劣化で膨張 

し ている も のも ある ため、 リ パッ ク や更新が必要である 。  

災害時のト イ レ は大き な問題である 。 大規模地震被災時によ る 断水に伴い、  

避難所施設のト イ レ の使用はでき なく なる 。 そのためには、 こ の臨時ト イ レ が 

必要であり 、 排便袋等の備蓄は定数以上の備蓄をし ていく 必要があり 、 凝固剤 

等の期限も 注意し ていかなく てはなら ない。 現在備蓄し てある ほと んど の臨時

ト イ レ は、 段ボール組み立て型であり 、 備蓄時の湿気や、使用回数にも 限界があ

る ため、 ワ ンタ ッ チ型のプラ ス チッ ク 臨時ト イ レ の購入を 進めていく 必要があ

る 。  
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紙おむつ（ 子供用、 成人用） 及び生理用品は、 非常に多く 現有し ている こ と と  

なっ ている が、特に成人用は、１ ０ 年以上前に寄付で備蓄し たも のである ため、

実際的には使用でき る か備蓄状況の確認が必要と 思われる 。そのため、こ の寄付

での備蓄品は、 順次廃棄し 、 定期的に平準化し て購入する よ う 、 毎年、 少し ずつ

予算化し ていく 。 ま た、生理用品も １ ０ 年が経過し ている ため、紙おむつと 同様

である 。消費期限は特に決めら れてないが、一般的にはメ ーカー推奨は３ 年程度

である ため、 予算上の負担も 考慮し 、 ５ 年を 目途に入れ替えを し ていく 。  

マス ク はコ ロ ナ禍に備蓄さ れている 。既に５ 年経過し ている ため、備蓄期間を 

検討し 更新する 。  

 なお、生活必需品の入れ替えについては、 廃棄は産業廃棄物と なる ため、併せ

て計画的に予算化が必要である 。  

 

③資機材 

 資機材は、寄付を はじ め国県補助も 利用し ながら 、多種多様なも のを 備蓄し て

き た。特に近年、コ ロ ナ禍の補助において避難所での生活物資（ パーテーショ ン、

テント 、 簡易ベッ ド 、 プラ ス チッ ク ベッ ド 、 マッ ト 、 ス ト ーブ、 扇風機等） を 多

く 導入でき 、 さ ら に B＆G財団災害補助によ る 資機材購入も 進めてき た。 し かし

課題と し てはその備蓄場所の問題である 。 近年購入し た物資を 備蓄し ていた場

所が、 使用が不可と なり 、 急遽移動を 余儀なく さ れたため、 適正な分散配置がで

き ていない。今後は分散配置方針に基づき 、必要な地域に必要も のを備蓄する 必

要がある 。  

 

④整備 

 食料、 飲料水及び生活必需品の整備にあたっては、 別途、 倉庫ごと に台帳（ ※

別添資料①） で管理する と と も に、 購入については、 年次ごと に購入計画（ ※別

添資料②） に基づき 整備し ていく 。  

 医薬品等の整備にあたっては、必要物品や管理について整理さ れておら ず、関

係機関で協議し 、 整備する 必要がある 。  
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５  物資の調達について 

 本市では市民備蓄及び市の備蓄を 補完する 目的で、 食料や日用品等の販売し

ている 事業者等と 協定を 締結し 、 災害時に必要な物資等を 調達する こ と と し て

いる 。協定団体と の平常時から の連絡調整も 進め、災害時に支援を 受けれる よ う

準備する 。  

 【 避難所で必要な生活物資供給に関する 協定一覧（ 令和８ 年１ 月現在）】  

協定名 協定締結団体 協定内容 

災害時における 物資

調達に関する 協定 

愛知東農業協同組合 飲食物、 日用品、 燃料等の物資調達 

ユニー㈱ピアゴ新城店 飲食物、 日用品等の物資調達 

㈱バロ ーホールディ ングス  飲食物、 日用品等の物資調達 

Ｄ Ｃ Ｍ㈱ 飲食物、 日用品等の物資調達 

㈱ス ギ薬局 飲食物、 日用品等の物資調達 

㈱ス ギヤマ薬品 飲食物、 日用品等の物資調達 

生活協同組合コ ープあいち 食料品等の提供、 防災訓練への参

加、 その他 

セッ ツカート ン㈱ ベッ ド 、間仕切り 等段ボール製品の

物資調達 

BASF I NOAC ポリ ウ レ タ ン㈱ ポリ ウ レ タ ン製品の調達 

 

６  救援物資の受け入れ 

 近年発生し た各地の地震では、救援物資が全国から 一方的に届けら れ、受け入

れ態勢が整わないま ま 、物資を積み上げている 状況が見ら れた。ま た、 届けら れ

た物資が情報不足や人員不足、輸送シス テム欠如のため、適正に避難所に届かな

い様子が報告さ れてき ている 。  

 こ う し たこ と から 、 国や県、各自治体等と 連携し 、速やかに物資を受け入れる

と と も に、協定業者と も 日頃から 連携し 訓練を おこ なう こ と で、輸送協力体制を

構築し ておかなけら ばなら ない。  
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【 輸送に関する 協定一覧（ 令和８ 年１ 月）】  

協定名 協定締結団体 協定内容 

災害時における 物資の緊急

輸送等に関する 協定 

ヤマト 運輸㈱ 

 

災害時における 物資の配送業務 

災害時における 支援物資の

受入れ及び配送等に関する

協定書 

佐川急便株式会社 災害時における 支援物資の受入れ

及び配送業務 

災害時における 物資の輸送

等に関する 協定 

( 有) 知郷運輸 災害時における 物資の配送業務 

災害時における 物資の輸送

等に関する 協定 

作手運輸㈱ 災害時における 物資の配送業務 

災害時における 物資の輸送

等に関する 協定 

マルタ カ急送( 有)  

 

災害時における 物資の配送業務 

 

【 救援物資に関する 相互応援協定一覧（ 令和８ 年１ 月現在）】  

協定名 協定締結団体 協定内容 

三遠南信災害時相互応援

協定 

東三河市町村、 静岡

県西遠、 北遠、 長野

県飯田市 

災害時の職員派遣、応急復旧に必要

な物資の提供又は貸与等 

災害時における 相互応援

協定 

東浦町 生活必需品の提供、応急復旧に必要

な資機材の提供、ボラ ンティ アの斡

旋、 災害児童生徒の受け入れ等 

災害時における 相互応援

に関する 協定 

武豊町 生活必需品の提供、応急復旧に必要

な資機材の提供、ボラ ンティ アの斡

旋、 災害児童生徒の受け入れ等 

災害時における 相互応援

に関する 協 

多治見市、 安城市、 掛

川市、 飯田市 

生活必需品の提供、応急復旧に必要

な資機材の提供、ボラ ンティ アの斡

旋、 災害児童生徒の受け入れ等 

災害時における 相互応援

に関する 協定 

大分県中津市 生活必需品の提供、応急復旧に必要

な資機材の提供、ボラ ンティ アの斡

旋、 災害児童生徒の受け入れ等 
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７  分散備蓄について 

 

本市は市域が広く 、 山あいに集落が点在し ており 、ま た、 土砂災害危険区域内

に建っ ている 家屋も 多く 、南海ト ラ フ 地震のよ う な大規模な災害が発生し 、各地

で被害が出た場合、 輸送路も 崩壊し 孤立する 集落の発生も 予想さ れる 。  

 その対応のためにも 、地域内における 飲料水、食料を はじ め数日間は物資が届

かなく ても 生活でき る 用意が必要である 。勿論、災害対策本部と し て、 いち早い

道路啓開を し 、 物資輸送に努めなければなら ない。  

 基本的には、家庭内での備蓄である が、避難所での物資供給においては、発災

後、拠点施設から の物資輸送ができ ないこ と も 想定し 、各避難所又は近隣の倉庫

に分散備蓄を 進めていかなく てはなら ない。  

 備蓄については、 合併前の旧新城市、 旧鳳来町、 旧作手村において、 それぞれ

の団体ごと で取り 組みが違っ ている 。旧新城市では、平野部が多いため、避難所

ごと に備蓄する のでなく 、拠点倉庫に物品を備蓄し 、そこ から 災害時物資輸送す

る こ と になっ ていた。 旧鳳来町及び旧作手村においては、集落が分散し 、孤立の

恐れがあっ たため、避難所ごと に倉庫を 配置し 、初動の最低限の物資を 備蓄し て

き た。 合併後も こ の体制の継続を し てき ている 。  

 合併後の新城市は、災害対策本部は新城市役所本庁に置き 、鳳来総合支所や作

手総合支所は補助的な活動拠点と なる ため、人員配置も 総合支所には少なく 、被

災状況にも よ る が、 物資供給が市域全域に一斉に行う こ と は難し いと 想定さ れ

る 。  

 そのためにも 、 本市においては、でき う る 限り 、避難所に分散備蓄する と と も

に、 そのバッ ク ヤード と し て拠点施設の倉庫にも 一定量備蓄を 進める 。  

 今後分散備蓄を し ていく う えでの課題は、 新城地区避難所での備蓄品収容の

ための倉庫等が少ないこ と である 。ま た、鳳来地区、作手地区においても 簡易的

な倉庫を 配置し 備蓄し ている ため、 必要なベッ ド やパーテーショ ン 等の資機材

を収容でき ず、 一部廃校の体育館等を利用し 、 収容し ている のが現状である 。  

 特に、学校施設等を 避難所にし ている 場合は、収容避難者数も 多いため、分散
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備蓄の必要性が高い。学校長や教育委員会と も 協力し 、学校内の空き 教室や体育

館等を 利用し 、 避難所３ 日間の運営のための資機材の備蓄ができ る よ う 進める 。

なお、 学校施設等においては、 開校時に被災し た場合、 児童、 生徒をそのま ま 施

設に待機さ せる 必要があり 、同時に施設が避難所と なり 、近隣住民が避難し てく

る 状況も 想定し なく てはなら ない。  

 今後の分散備蓄の目安である が、食料等や生活必需品については、人口割合に

合わせ、 新城地区、 鳳来地区、 作手地区に分配し 、 さ ら に約３ 割程度は各避難所

の倉庫に分配する こ と を 目指す。  

 資機材はでき う る 限り 、人口割合で新城地区、鳳来地区、 作手地区に分配し 、

各避難所には規模に合わせて分配する が、収容の問題も ある ため、地域の特性に

合わせて分配備蓄を進める こ と と する 。   

【 各避難所に備える べき 備蓄品】   

 計画備蓄品（ １ 施設当たり の備蓄品）  

食料 アルフ ァ 化米 パン缶 ビ ス ケッ ト  

飲料水（ 500ml ）  飲料水（ 2ℓ）   

生活必需品 毛布 アルミ 保温シート  排便収納袋 

ト イ レ ッ ト ペーパー 生理用品 紙おむつ（ 乳幼児用）  

紙おむつ（ 成人用）    

資機材 簡易組み立てベッ ド  簡易間仕切り  組み立てト イ レ 

ワ ンタ ッ チテント  ト イ レ 用テント  発電機 

投光器 コ ード リ ール 電池 

扇風機 ス ト ーブ ラ ンタ ン 

カセッ ト コ ンロ  カセッ ト ボンベ やかん 

煮炊き 釜セッ ト  LPガス ボンベ 燃料缶 

ポリ タ ンク （ 飲料水用）  ブルーシート  ごみ袋 
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８  備蓄倉庫の整備 

 災害時に備える 備蓄品の充足と と も に、 その備蓄品を 収納する 各備蓄倉庫等

の整備も 併せて検討し ていかなく てはなら ない。  

 

①新城地区防災倉庫 

新城地区には消防防災センタ ー倉庫以外に拠点倉庫と し て、 合併前から 向野、

日吉、 富岡、 有海、 豊島の５ つの防災倉庫があり 、 その構造は鉄骨造のため、 耐

震性のある 施設である 。し かし ながら 、 建築年数も 経過し 、 出入り 口や搬出用の

シャ ッ タ ーが老朽化し ている ため、災害時の物資搬出入に障害も 想定さ れる 。今

後、 早急に開口部の修繕を 進めなく てはなら ない。 その際には、併せて収納棚の

更新等を行いよ り 収納力の増進を 目指す。  

 

②鳳来、 作手地区避難所防災倉庫の整備 

 鳳来地区、作手地区の主な避難所には防災倉庫を配置し 、一部備蓄がし てある 。

し かし ながら 、倉庫の規模は、家庭用物置と 変わら ず、 災害発生時の初動対応の

備蓄品し か収納でき ていないのも 現実である 。 ま た、屋外である ため、 老朽化や

雨漏り で、 収納品が痛んでいる ケース も 見受けら れる 。  

 そのため定期的に更新し ていく 必要があり 、その際は、避難所の規模に合わせ

て、 よ り 収納ス ペース の大き なも のを導入する 。  

 

③各小中学校の空き 教室の防災倉庫利用 

 一定以上の大き さ の防災倉庫を 設置する ためには、 建築確認等の手続き が必

要（ 鳳来地区、 作手地区は除く ） なため、 避難所と なっ ている 新城地区の学校で

の防災倉庫の新規設置が進んでいないのが現実である 。  

 避難所と なっ ている 小中学校では、 避難者及び帰宅困難になる 児童生徒のた

め体育館の部屋又は校舎の空き 教室を 利用し 、 積極的な備蓄を 進める よ う 教育

委員会およ び学校長と 調整する 。  
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アルフ ァ 米　 梅かゆ 食 200 100 100 100 100

アルフ ァ 米　 き のこ ご飯 食 3400 2050 750 600 300 200 50 100 400 200 400 200 200 100 50 600 100 100 100 100 200

アルフ ァ 米　 低タ ンパク 米 食 200 100 100 100 100

アルフ ァ 米　 ひじ き ご飯 食 3400 2050 750 600 300 200 50 200 400 200 400 300 100 50 600 100 100 100 300

アルフ ァ 米　 わかめご飯 食 3200 2100 600 500 300 200 100 300 400 200 400 200 600 100 100 300

粉ミ ルク 箱 540 540 540

災害用ハーベス ト 食 5328 3408 1392 528 432 192 192 1632 192 192 192 192 96 96 48 48 48 48 48 48 48 48 48 96 48 816 48 48 48 48 336

災害用ビス コ 食

パン缶　 オレ ンジ 食 816 552 120 144 48 72 24 408 24 24 24 48 24 24 96

パン缶　 黒糖 食 816 552 144 120 48 72 24 240 72 96 24 24 24 24 48 24 96

パン缶　 コ ーヒ ー 食 336 144 120 72 24 24 96 24 24 24 24 24 24 48

パン缶　 メ ロ ン 食 480 408 24 48 48 48 240 72 24 48

パン缶　 チョ コ チッ プ 食

パン缶　 プレ ーン 食 2568 1392 840 336 120 72 144 552 216 288 24 24 24 24 48 24 24 24 24 600 24 24 24 24 240

パン缶　 レ ーズン 食

レ ト ルト パウ チ　 海鮮カレ ー 食 2500 1375 850 275 450 800 125 50 50 75 50 75 100 50 400 50 50 175

レ ト ルト パウ チ　 五目ご飯 食 2500 1425 875 200 450 850 125 75 25 50 50 50 50 75 500 50 50 100

レ ト ルト パウ チ　 洋風ト マト 食 2500 1375 850 275 450 800 125 50 75 75 50 50 50 50 450 50 50 175

レ ト ルト パウ チ　 和風鯛 食 2500 1425 875 200 450 850 125 50 50 25 50 75 50 50 50 25 450 50 50 100

レ ト ルト パウ チ　 十穀米 食 1250 850 200 200 150 100 100 500 200 200

レ ト ルト パウ チ　 ちり めんご はん 食 1250 850 200 200 150 100 100 500 200 200

レ ト ルト パウ チ　 野菜ごはん 食 1250 850 200 200 150 100 100 500 200 200

レ ト ルト パウ チ　 海の幸ごはん 食 1250 850 200 200 150 100 100 500 200 200

36284 22196 9190 4898

保存飲料水　 2Ｌ 本 7650 3582 3048 1020 780 90 72 1470 180 300 270 270 90 60 204 24 90 54 24 72 24 168 24 60 24 114 2166 60 180 90 60 60 570

保存飲料水　 500ｍＬ 本 11184 5448 4416 1320 2160 240 120 1488 240 360 240 240 240 120 216 96 96 120 96 96 96 96 96 120 96 120 96 216 2760 48 120 120 120 912

Pﾎ゙ ﾄーﾞ ( 大･金具一式) ｾｯﾄ 5 5 5

Pﾎ゙ ﾄーﾞ ( 中･金具一式) ｾｯﾄ 8 8 8

アルミ 製給水用タ ンク 基

ウ ォ ータ ーバルーン ｾｯﾄ 1 1 1

延長コ ード 本

懐中電灯 個 47 12 31 4 12 3 3 3 3 3 3 3 3 3 1 3 4

カラ ーコ ーン 個 4 4 4

キャ プテンチェ アー 脚 5 5 5

給水架台 基 5 5 1 1 1 1 1

組立ト イ レ 基

コ ード リ ール 基 83 53 17 13 27 16 1 3 2 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6 3 3 3 3 1

サーチラ イ ト 台

多目的テント 張 44 40 4 40 1 1 1 1

災害緊急避難用マッ ト 本 1 1 1

ビニールシート 枚 596 489 47 60 237 22 33 86 66 15 20 10 3 3 3 3 3 3 2 5 3 3 1 15 10 10 10 10 20

水のう 枚 45 45 45

台車 台 13 13 6 2 1 2 2

ツ ーウ ェ イ テーブル 脚 2 2 2

ボッ ク ス ト イ レ ｾｯﾄ 434 324 88 22 105 110 51 9 18 16 10 5 5 5 5 5 10 5 7 5 5 5 5 26 5 2 2 13

マンホールト イ レ 基 10 8 2 6 2 2

ワ ンタ ッ チテント （ 600×300） 張 50 29 14 7 3 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 3

屋外向き ワ ンタ ッ チテント 張 260 106 112 42 48 50 5 3 112 42

プラ イ ベート テン ト 張 179 100 66 13 41 25 13 3 6 6 4 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 44 2 2 2 2 5

その他テント 張 14 6 5 3 3 2 1 5 3

投光機 基 69 22 35 12 1 8 3 2 2 4 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 13 2 2 2 2 4

バルーン投光器 基 21 11 4 6 4 7 4 1 1 1 1 2

投光機ス タ ンド 基 16 16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5

バケツ 個 120 120 111 7 2

資機材収納用ケース 個 22 22 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

ポリ タ ンク （ 飲料用） 個 464 420 34 10 300 120 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 1 10

ラ ジオ 台 435 420 11 4 420 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ラ ンタ ン 台 88 68 20 55 13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

リ ヤカー 台 35 13 12 10 12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2

ロ ール畳 本 38 38 2 36

一輪車 台 12 9 3 2 6 1 3

運搬車 台 9 9 1 8

拡声機 台 32 10 13 9 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 5

簡易間仕切 ｾｯﾄ 1685 913 606 166 158 191 428 39 20 10 12 34 21 14 12 10 70 6 12 12 10 60 10 20 8 70 292 10 116 5 5 10 20

脚立 脚 4 4 2 1 1

車椅子 台 16 2 14 1 1 14

2026/3/25

保管場所

食料

飲料水

避難所資機材
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2026/3/25

保管場所

組立槽 基

飲料用貯水槽( 2000L) 基

飲料用貯水槽( 500L) 基

湯タ ン ポ 個 30 30 30

排便収納袋 箱 996 600 300 96 37 6 12 446 35 14 23 20 5 1 1 4 4 4 4 5 2 4 4 4 5 4 256 12 17 2 18 17 30

発電機 台 85 48 17 20 13 20 2 2 2 2 4 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6 3 3 3 3 8

三つ折り 畳 50 50 50

パーテーショ ン 114 114 114

段ボールベッ ド 52 52 44 8

エアーベッ ド 405 405 72 44 289

ごみ箱 114 96 18 42 18 18 18 18

扇風機 220 80 80 60 13 15 10 15 20 4 3 5 5 70 30 30

足踏み式アルコ ール除菌ス タ ンド 76 32 32 12 6 6 4 6 8 1 1 32 12

簡易ベッ ド 1143 519 448 176 262 69 150 24 14 70 60 68 250 176

ス ト ーブ 210 46 134 30 6 15 15 4 4 2 10 14 30 80 30

蓄電池 6 6 6

自動圧着ト イ レ 15 15 14 1

ジョ イ ント マッ ト 3328 1664 1664 1536 64 64 1664

L. P. G用ゴムホース 個

L. P. Gレ ギレ タ ー 本

いし み ヶ 28 18 10 2 10 6 10

エンジンカッ タ ー 台

かけや 丁 25 8 12 5 6 2 12 5

かなづち 丁 4 4 1 3

木槌 丁 15 15 15

空気入れ 台

ク マデ 本 10 10 10

ゴムボート 艇 1 1 1

ジャ ッ キ 台 1 1 1

じ ょ れん 本 24 21 3 10 3 8 3

伸縮ス ロ ープ 基 1 1 1

ス コ ッ プ 本 137 91 41 5 74 5 2 10 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 19 5

チェ ーンブロ ッ ク 台 6 6 5 1

チェ ーンブロ ッ ク 三脚 基 1 1 1

チェ ン ソ ー 台 4 4 1 1 1 1

水土のう 枚 200 200 200

つる はし 丁 28 5 23 3 2 23

唐鍬 丁 13 7 6 7 6

と び 丁 4 4 4

ト ラ ロ ープ 巻 37 13 19 5 5 8 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 7 5

ナタ ・ ノ コ ｾｯﾄ 12 12 12

のこ ぎり 丁 9 9 9

バール 本 35 10 23 2 1 9 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2

はし ご 脚 1 1 1

番線カッ タ ー 個 6 6 6

ハンマー 本 14 5 9 5 9

丸鋸 本 1 1 1

ロ ープ 巻 10 10 8 2

下刈鎌 丁 5 5 5

救助工具セッ ト ｾｯﾄ 5 5 1 1 1 1 1

土のう 袋 枚 9240 4700 1340 3200 1300 200 800 400 400 400 1200 1340 3200

背負子 台 7 6 1 6 1

麻袋 枚 100 100 100

大釜 個

ガス コ ンロ 台 2 2 2

ガス 調整器セッ ト ｾｯﾄ

ガス 炊飯器 台 2 1 1 1 1

カセッ ト コ ンロ 基 61 27 25 9 25 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 1 1 1 1 5

缶切り 本 11 11 11

ウ ォ ータ ーク ーラ ー 個 3 3 3

ざる 個 19 18 1 9 9 1

ざる （ ス テンレ ス ） 個 1 1 1

し ゃも じ 本 61 56 5 8 48 5

炊事セッ ト ｾｯﾄ 1 1 1

ス プーン・ ス ト ロ ー 本

たら い 個 29 29 29

鉄板なべ 個

救助・ 工具等
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2026/3/25

保管場所

ト レ ー 枚 8 8 8

ど んぶり 個 16148 16148 5448 3000 1450 3150 3100

なべ 個 20 12 8 12 8

煮炊き 釜ｾｯﾄ ｾｯﾄ 16 5 11 2 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ガス バーナー 個 11 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ハソ リ 個 1 1 1

ハソ リ 　 木蓋 個

ハソ リ 　 ス テン蓋 個

ハソ リ ( 大) 個 2 2 2

ハソ リ ふた 個 7 7 7

火ばさ み 本

プラ ス チッ ク 　 わん 個

やかん 個 48 17 22 9 17 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 5

移動かま ど 台 4 4 1 1 1 1

移動炊飯器 台

皿 枚

食器ｾｯﾄ ｾｯﾄ 5 5 5

柄杓 本 28 8 20 8 20

網杓子 本 15 10 5 10 5

椀 枚

アルミ 保温シート 枚 5016 4272 744 552 288 936 792 1344 360 504 240

ガーゼ 枚

救急包帯 巻

ス ト レ ッ チャ ー 台

生理用品 組 9394 9394 9394

哺乳瓶 本 650 650 650

救急箱 ｾｯﾄ 24 5 15 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1

三角巾 ケ 46 46 46

紙おむつ（ 大人用） 枚 18124 18124 13934 1939 908 755 588

紙おむつ（ 幼児用） 枚 4604 2224 1268 1112 2224 1268 1112

おし り ふき パッ ク 36 24 12 24 12

担架 台 6 1 5 1 2 3

マス ク 枚 22000 22000 22000

体温計 本 190 190 190

防護服 着 187 187 187
シュ ーズカバー 足 20 20 20
フ ェ イ ス シールド 枚 23 23 23
消毒液 Ｌ 80 80 80
レ ス キュ ーリ ク エス ト セッ ト 125 125 125
感染症対策資機材 セッ ト 3 3 3

折り たたみベッ ド 台 12 9 3 1 2 6 3

マッ ト レ ス 個 1 1 1

安眠ｾｯﾄ ｾｯﾄ 250 250 250

毛布 枚 7085 4725 1510 850 1230 120 30 1220 355 240 850 430 40 130 80 50 100 50 40 50 50 70 40 50 50 60 50 70 40 740 160 60 160 160 160 150

Ｌ Ｐ Ｇ ボンベ 本 21 14 7 2 3 2 2 3 2 1 1 1 1 3

LPガス  20kg 本 3 3 1 1 1

ガソ リ ン携行缶 缶 49 32 9 8 24 3 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2

ポリ タ ンク （ 燃料用） 個 23 16 7 1 15 7

燃料缶 缶 4 1 3 1 1 2

発電機用オイ ル 個 4 4 1 1 1 1

給油用ポンプ（ 手動） 15 15 15

カセッ ト ボンベ 本 786 693 81 12 591 48 54 6 6 6 6 6 6 6 6 12 6 6 9 3 3 3 3

紙コ ッ プ 個 1354 1354 1354

簡易炊飯袋 枚 1851 951 900 100 100 100 100 100 50 100 100 1 100 100 900

乾電池（ 単1） 個 224 224 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 48

乾電池（ 単2） 個 30 30 30

乾電池（ 単3） 個 150 110 40 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 40

軍手 双 1620 1620 816 804

ごみ袋 枚 55710 28710 15000 12000 4850 1000 1000 3860 4000 4000 5000 5000 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 9000 1000 1000 1000 1000 8000

サラ ン ラ ッ プ 本 16 16 16

ス プーン 本 15900 15900 4950 3150 1500 3150 3150

タ オル 枚

炊出し 資機材

救護・ 衛生

寝具類

燃料
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）

計
（

作
手
）

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

防
災
セ
ン
タ
ー

新
城
小
学
校
体
育
館

東
郷
中
学
校

備
蓄
倉
庫

向
野
防
災
倉
庫

日
吉
防
災
倉
庫

富
岡
防
災
倉
庫

有
海
防
災
倉
庫

豊
島
防
災
倉
庫

B

&

G

防

災

倉

庫
（

公

用

車

駐

車

場
）

吉
川
公
民
館
（

Ｂ
＆
Ｇ
倉
庫
）

市
役
所
庁
舎

舟
着
小
学
校
倉
庫

八
名
小
学
校

八
名
中
学
校

海
老
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

鳳
来
中
部
小
学
校
防
災
倉
庫

旧
黄
柳
野
小
学
校
防
災
倉
庫

旧
黄
柳
野
小
学
校
体
育
館

旧
黄
柳
野
小
学
校
２
階
図
工
室

東

部

高

齢

者

生

き

が

い

セ

ン

タ
ー

防

災

倉

庫

東
陽
小
学
校
防
災
倉
庫

七

郷
一
色

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ

鳳
来
寺
小
学
校
防
災
倉
庫

旧
鳳
来
西
小
学
校
防
災
倉
庫

旧
鳳
来
西
小
学
校
体
育
館

鳳
来
東
小
防
災
倉
庫

鳳
来
東
小
体
育
館
2
階
物
置

黄
柳
川
小
学
校
防
災
倉
庫

黄
柳
川
小
学
校
体
育
館

旧
連
谷
小
学
校
防
災
倉
庫

旧
連
谷
小
学
校
体
育
館

指
定
避
難
所

鳳
来
支
所
防
災
倉
庫

作
手
小
学
校
北
校
舎
防
災
倉
庫

作
手
小
学
校
北
校
舎
体
育
館

作

手

農

村

環

境

改

善

セ

ン

タ
ー

防

災

倉

庫

作

手

農

村

環

境

改

善

セ

ン

タ
ー

（

ト

レ
）

旧
菅
守
小
学
校
防
災
倉
庫

旧
菅
守
小
学
校
日
赤
防
災
倉
庫

作

手

農

村

集

落

多

目

的

共

同

利

用

施

設

B

＆

G

防

災

倉

庫
（

作

手

総

合

支

所
）

作
手
防
災
倉
庫

2026/3/25

保管場所

ばんせん 本 250 250 250

弁当容器 ケ

レ イ ン コ ート 着

ロ ーソ ク 本 3382 3167 215 3127 40 20 20 20 20 20 20 20 20 20 15 20

割り 箸 膳 337 337 120 217

飲料水用袋 袋 1000 1000 1000

竹ほう き 本 13 13 13

ト イ レ ッ ト ペーパー ロ ール 360 180 126 54 180 6 6 6 6 102 54

養生テープ 個 388 388 88 90 120 90

ヘルメ ッ ト 個 104 104 104

ポリ タ ンク

非常用袋 袋

個

三角バケツ 個

消火器 本

水消火器 本

油液体吸着材 個 35 24 11 24 11

油吸着シート 枚 1700 1500 200 1500 200

オイ ルフ ェ ンス 個 18 16 2 16 2

オイ ルブロ ッ タ ー 個 2 2 2

オイ ルマッ ト 枚 1700 1700 1700

街頭消火器格納箱 箱 5 5 5

油吸着材 個

じ ょ ろ 個 2 2 2

ろ水機 機 2 2 2

ス ーパーポール（ ス ラ イ ド 式） 本

簡易物置（ 防災倉庫） 基 4 4 1 1 1 1

ス ロ ープ 基 1 1 1

赤十字安全ベス ト 着

自転車 個 4 4 4

竹竿 本 2 2 2

胴付き 長靴 着

ト リ アージシート 枚

ト リ アージタ ッ グ 枚

判定ス テッ カー( 黄) 枚 100 100 100

判定ス テッ カー( 赤) 枚 100 100 100

判定ス テッ カー( 緑) 枚 200 200 200

判定調査票 枚

フ ィ ルタ ーセッ ト ｾｯﾄ 35 35 35

ふと ん圧縮袋 枚

油脂二次汚染防止洗浄剤 個 1 1 1

ろ水機用浄水ｶ ﾄーﾘｯｼ゙ 個 24 24 24

救命胴衣 着

個

判定士セッ ト ｾｯﾄ 10 10 10

判定調査票( RC) 枚 100 100 100

判定調査票( S) 枚 200 200 200

判定調査票( W) 枚 500 500 500

判定用ヘルメ ッ ト 個 5 5 5

避難所案内看板 枚 26 26 26

木ク イ 本 300 300 300

油吸着マッ ト 枚

その他

消耗品

訓練資機材
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【 目標数量： ３ ４ ， ６ ５ ０ 食】 現状

10,600 10,600 10,700 10,400 15,400 20,400 25,500 25,700 25,700 25,700 25,700 25,700 期限５年

6,300 100 100 200 5,200 5,200 0 0 200 10,200 10,200 5,100 320円/個

5,200 0 0 200 10,200 10,200 5,100 200 200 10,200 10,200 5,100

5,328 5,328 5,328 5,328 5,232 5,232 5,232 5,232 5,232 5,232 5,232 5,232 期限５年

1,008 1,008 1,008 1,008 1,104 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 350円/個

1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008

5,040 5,040 5,016 5,016 5,016 5,016 5,016 5,016 5,016 5,016 5,016 5,016 期限５年

1,008 960 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 400円/個

1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008 1,008

15,000 15,000 15,000 15,000 10,000 5,000 0 0 0 0 0 0 期限５年

0 0 0 0 5,000 5,000 5,000 0 0 0 0 0 400円/個

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

35,968 35,628 36,044 35,744 35,648 35,648 35,748 35,948 35,948 35,948 35,948 35,948 期限５年

8,316 2,068 2,116 2,216 12,312 12,216 7,016 2,016 2,216 12,216 12,216 7,116

7,216 2,016 2,016 2,216 12,216 12,216 7,116 2,216 2,216 12,216 12,216 7,116

※累計数は当該年度の廃棄処分及び追加購入後の数量

【 目標数量： ３ ４ ， ６ ５ ０ ℓ】

20,892 20,892 20,892 20,892 20,892 26,392 31,892 30,384 32,416 34,208 36,240 36,760 期限10年

2,760 0 0 0 0 0 0 7,008 3,468 3,708 3,468 3,480 350円/個

3,468 0 0 0 0 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 4,000 200円/個

※累計数は当該年度の廃棄処分及び追加購入後の数量

１０年保存水　基本的には５００ｍｌペットボトルで購入していく

購入数量

廃棄数量

R6 R15

購入数量

R4 R14R11 R12R8 R9

廃棄数量

品　　　　　目

R10

単位： 食

購入数量

パウ チごはん（累計）

廃棄数量

パン缶（累計）

廃棄数量

アルファ化米（累計）

R7 R13 備考

品　　　　　目

クラッカー（累計）

廃棄数量

購入数量

R13 R14

購入数量

R15 備考

R10R5

災害時食料備蓄【 計画】

保存食計（累計）

R9R4 R5 R6

購入数量

◎被害想定人数の５，５００名×３日×３ℓ×非備蓄率0.7＝34,650ℓを備蓄（確保）する。現在、１人２ℓ/日で計算されていたものを３ℓに増やしていく。

R11 R12

災害時飲料水備蓄【 計画】

飲料水

廃棄数量

R7 R8

単位： ℓ



【 目標数量： ８ ２ ， ５ ０ ０ 回分】 現在値

99,600 99,600 99,600 99,600 99,600 99,600 82,500 96,700 83,100 83,500 83,300 83,300 83,300 期限10年

0 0 0 0 0 0 19,900 8,800 36,600 21,600 12,200 500 0

0 0 0 0 0 0 2,800 23,000 23,000 22,000 12,000 500 0

※累計数は当該年度の廃棄処分及び追加購入（予定）後の数量

※目標値＝避難想定者数５，５００名が１日５回の排便（尿）で３日分

◎想定避難者数が約５，５００名であり、１日５回の排泄を想定すると１日につき２７，５００回分が必要となり、支援物資が届くまでの３日分として

　合計８２，５００回分の備蓄が必要となる。

◎令和７年時点で１０年以上経過する排便袋が１９９箱（19,900回分）あり、廃棄、入れ替えを進めなくてはならない。近年、全く生活必需品に

  対する予算措置がなされていない。R8についても予算要求がなされていない。計画的に購入が必要。

◎廃棄にあたっては事業用ごみのため、産廃使用料が必要である。

備考R14 R15R12 R13R10 R11R7R6

災害時ト イ レ 備蓄【 計画】

品　　　　　目 R3 R4 R5

購入数量

R8 R9

マイレット

使用期限切れ数量



【 目標数量： １ ， ３ ６ ０ 回分】 現在値

3,932 3,932 3,932 3,932 3,932 3,932 2,982 1,994 1,744 1,494 1,250 1,500 1,500 期限5年

0 0 0 0 0 0 1,200 1,238 500 500 494 250

0 0 0 0 0 0 250 250 250 250 250 250 250

◎おむつの使用期限は特に定められているものでなく、メーカー推奨は３年となっている。しかし、必ずしも劣化するわけでないため、５～６年を目途とし

ローリングしていく必要がある。現在１０年以上経過のものもあるため、早急に更新すべきだが、できるだけ平準化して備蓄する。

【 目標数量： １ ， ６ ２ ７ 回分】 現在値
品　　　　　目 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 備考

18,124 18,124 18,124 18,124 18,124 18,124 13,474 8,824 4,174 2,024 1,750 2,100 2,100 期限5年

0 0 0 0 0 0 5,000 5,000 5,000 2,500 624 350

0 0 0 0 0 0 350 350 350 350 350 350 350

◎おむつの使用期限は特に定められているものでなく、メーカー推奨は３年となっている。しかし、必ずしも劣化するわけでないため、５～６年を目途とし

ローリングしていく必要がある。現在所有しているものは２０１５年に光田屋より寄付をいただいたもので、１０年以上経過しており、量もおおいため、

倉庫の場所も占拠し、他の物を追いやっている。新しいものの購入と廃棄をを進めていく必要がある。

使用期限切れ数量

購入数量

R8 R9R3 R10 R11

購入数量

R14 R15 備考R4 R5 R6 R7

災害時紙おむつ( こ ど も 用） 備蓄【 計画】

品　　　　　目 R12 R13

使用期限切れ数量

災害時紙おむつ( 大人用） 備蓄【 計画】



【 目標数量： ２ ， ７ ８ ４ 回分】 現在値
品　　　　　目 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 備考

9,394 9,394 9,394 9,394 9,394 9,394 6,994 4,594 3,194 2,400 3,000 3,000 3,000 期限5年

0 0 0 0 0 0 3,000 3,000 2,000 1,394 0 600

0 0 0 0 0 0 600 600 600 600 600 0 600

◎生理用品の使用期限は特に定められているものでなく、メーカー推奨は３年となっている。しかし、必ずしも劣化するわけでないため、５～６年を目途とし

ローリングしていく必要がある。現在所有しているものは１０年以上たっているため、早急に入れ替える必要があるが、今後のことも考え平準化していく。

使用期限切れ数量

購入数量

災害時生理用品備蓄【 計画】


